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●●●編集後記

▶今月号の特集は「画像診断に必要な artifacts の知識」です。アーチ
ファクト（artifacts）を正しく認識することは，画像診断を適切に行う上で
極めて重要であり，本特集では CT・MRI・核医学における主なアーチファ
クトについて注意点と対策を中心に解説しています。
▶ CT ではビームハードニング，メタル，動き，線量不足に起因するものに
ついて解説しています。CTのアーチファクトは比較的理解しやすいと思わ
れますが，ビームハードニングアーチファクトは，誤診に繋がる可能性もあり，
注意が必要と考えます。MRI では被検者，撮像の高速化，水脂肪の共
鳴周波数の差に起因するものに加えて，Gd—EOB—DTPA造影の動脈相
で生ずるtruncation 様のアーチファクトについて解説しています。MRIで
は多くの因子の複合として画像が出来上がるので，アーチファクトの理解
が非常に重要と思われます。核医学では 18F—FDG—PET／CT（生理的・
物理的），心臓核医学検査，脳核医学検査，腫瘍核医学検査において
アーチファクトの解説をしています。核医学の特徴として被検者による生
理的なアーチファクトが多いということがあり，薬剤に対する人体の生理を
熟知しておく必要があります。本特集の論文で述べられているアーチファク
トを理解することは日常診療に大いに役立つと思われます。是非，御一読
ください。
▶朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。この季節の楽しみの一つとし
て紅葉狩りがありますが，今秋は新型コロナの影響により，人出が少ない
ようです。遠慮なく季節を楽しめるような日常に早く戻れるよう祈念いたしま
す。
� 後閑武彦
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